
「波郷とあき子」
昭和 17 年軍人会館にて

　
俳
句
実
作
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師

に
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、
大
山
恭
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市
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田
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会
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行
委
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会
長)

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま

し
た
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初
め
て
俳
句
を
作

る
！
と
い
う
方
か
ら
も

積
極
的
に
質
問
が
上
が

り
、
講
座
内
は
大
盛
り

上
が
り
。
最
後
に
は
簡

単
な
句
会
を
お
こ
な
い
、

講
座
は
終
了
し
ま
し
た
。
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　「
は
じ
め
て
の
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
・
句
会

体
験
」
と
同
時
に
開
催
さ
れ
た
企
画

展
の
英
語
解
説
。
通
訳
案
内
士
の
根

岸
正
氏
を
お
呼
び
し
、
約
十
五
分
間

の
解
説
を
二
回
に
わ
た
っ
て
お
こ
な

い
ま
し
た
。

　
英
語
で
の
展
示
解
説
は
石
田
波
郷

記
念
館
と
し
て
は
初
め
て
の
試
み
。

残
念
な
が
ら
海
外
の
方
の
参
加
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
英
語
を
勉
強

し
て
い
る
、
あ
る
い
は
、
ど
の
よ
う

に
英
語
の
訳
を
す
る
の
か
興
味
が
あ

る
、
と
い
う
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

途
中
で
文
法
や
言
葉
の
意
味
の
質
問

が
あ
っ
た
り
と
、
展
示
物
の
説
明
だ

け
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
、
講
師
、
参

加
者
と
も
に
交
流
が
深
ま
っ
た
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

▲解説の様子

▲展示の様子
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石
田
波
郷
記
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館
企
画
展
「
波
郷 

あ
き

子
の
相
聞
句
」
が
十
一
月
三
十
日
を
も
っ

て
終
了
し
ま
し
た
。

　
波
郷
と
あ
き
子
の
歩
ん
だ
道
の
り
を
パ

ネ
ル
で
紹
介
し
、
貴
重
な
直
筆
資
料
の
ほ

か
、
波
郷
の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
な
ど

も
公
開
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。
　

　
ま
た
、
企
画
展
期
間
中
に
は
関
連
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
初
心
者
向
け
の
俳
句
実
作
講
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告

座
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じ
め
て
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Ａ
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・
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会
体
験
」
と

英
語
通
訳
有
の
展
示
解
説
も
開
催
し
、
多
く
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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深川江戸資料館常設展示の様子

Ishida Hakyo committed his life to haiku, or seventeen-syllable 
(Japanese) poems and continued to take the initiative in haiku 
circles after the Second World War. His achievement was 
supported by the dedication of his wife, Akiko.
Akiko began to compose haiku around from 1959 under the 
influence of his husband, a haikuist, and left many excellent works. 
Her works unintentionally included haiku composed in reply to 
ones by Hakyo and conversational haiku between them. Some of 
them emphasize strong bonds of their marriage.
This exhibition includes “Somon-ku” , romantic exchanges of 
haiku between Hakyo and Akiko, photos, panels and materials of 
their own handwritings. Through this planned exhibition, we’ d 
like to think back to the way they followed.

【日本語訳】
ー「はじめに」
17 字の俳句に人生を賭け、戦後の俳壇を先導し続けた石田波郷。
その功績の裏側には妻のあき子の献身的な支えがありました。俳
人である夫の影響で、あき子自身も 1959 年ごろから俳句を作り始
め多くの素晴らしい作品を残しています。その中には図らずも、
波郷が詠んだ句に対する返信、あるいは、会話をしているかのよ
うなものがいくつもあり、夫婦の絆の強さが伝わってきます。今
回の企画展では、波郷とあき子の相聞句のほか、写真やパネル、
直筆資料とともにふたりの歩んできた道のりを振り返ります。

Hakyo and Akiko met each other in 1942 through the introduction 
by NAKAMURA Kinrei, a haikuist, living in Edogawa-city. 
In June, 1942, they had a wedding on the Gunjin Kaikan (present 
Kudan Kaikan), and then they went on their honeymoon to Ikaho 
hot springs. At that time, Hakyo had only a new hand towel and a 
collection of poems “Dotei (Journey)” by TAKAMURA Kotaro. She 
recalled later, saying; “Upon seeing his belongings, I thought he 
should be a real poet.”

企画展「波郷 あき子の相聞句」
英語解説書　ＰＡＲＴ①
[英訳：根岸正（通訳案内士）]
企画展内で配布した企画展解説書の一部です。

【日本語訳】
ー展示コーナー１ 「波郷とあき子、出会い～結婚」
波郷とあき子が出会ったのは 1942 年のこと、江戸川区に住む俳人、
中村金鈴の紹介によるものでした。同年 6 月、九段下にある軍人
会館 ( 現・九段会館 ) で式を挙げた後、ふたりは伊香保に新婚旅行
へ行きます。その時に波郷が持っていた荷物は、新しいてぬぐい
一筋と、高村光太郎の詩集『道程』のふたつきり。それを見てあ
き子は「彼こそ本物の詩人だと思った」と後に回想しています。

In 1943, Hakyo and Akiko had the long-awaited first child, the 
eldest son “Nobuo” . It was, however, a transient joy, and a draft 
notice was delivered to him. Hakyo, with initial symptoms of 
tuberculosis in those days, was assigned to the front, and 
therefore, his worsening condition depressed him so much that he 
only waited for death.
Hakyo miraculously escaped death, but he was not strong enough 
to stand a soldier. Shortly after that, he was discharged from the 
military service and taken back to Tokyo. Akiko visited Hakyo with 
their son, and finally the parent and child did meet again.
In 1945, when the war ended, Hakyo’ s family was in Saitama, 
their place of refuge. One year later, they returned to Suna-machi 
again, and started their new life.

【日本語訳】
ー展示コーナー 2「戦争～砂町暮らし」
1943 年、波郷夫婦の間に待望の第一子、長男・修大 ( のぶお ) が
誕生します。しかし、喜びもつかの間、波郷のもとに召集令状が
届きます。この頃から結核の陰があった波郷は赴いた戦地にて体
調を大きく崩し、一時は死を覚悟するほどまでに落ち込みます。
奇跡的に命を取り留めた波郷でしたが、もはや兵士として使える
身体ではなく、やがて召集解除となり東京へ搬送されます。あき
子は息子を連れて波郷のもとへ訪れ、ついに家族は再会を果しま
した。
1945 年、疎開先の埼玉で終戦を迎えた波郷一家は、その一年後に
焦土となった砂町に戻り、新たな生活をスタートさせていきます。
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深
川
江
戸
資
料
館
常
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展
示
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を

解
説
つ
き
で
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学
し
、
そ
の
後
俳
句

を
作
り
ま
す
。
江
戸
時
代
に
タ
イ
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■ 日　　時　 平成３０年２月１７日 ( 土 )　
　　　　　　  PM１時～ PM５時
■ 場　　所　 深川江戸資料館ほか
■ 対　　象　 小学３年生以上　親子１５組　
■ 参  加  費　 ￥５００円 ( 親子１組 )
■ 講    　師　 大谷弘至（俳句結社「古志」主宰）
■ 申  込 み      １月１０日（水）AM９時～電話・窓口で（先着順）
⇒砂町文化センター（〒１３６―００７３北砂５―１―７）
■ 電       話      ０３(３６４０)１７５１
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江東区砂町文化センター

わが町砂町再発見！
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